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要
な
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　
町
消
防
団
組
織
改
編
に
伴
い
、
副
分
団
長
の
補
償
基
礎
額

等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
町
消
防
団
組
織
改
編
に
伴
い
、副
分
団
長
の
退
職
報
償
金
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。（
全
員
賛
成・可
決
）

補
正
予
算

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　
三
億
九
千
九
十
八
万
二
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
十
五
億
六
千
百
十
三
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税
を
千
五
百
十

六
万
千
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
一
般
寄
附
金
二
億
五
千

万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

等
に
係
る
経
費
と
し
て
一
億
四
千
七
百
四
十
六
万
六
千
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
積
立
金
二
億
四
千
二
百
万
円
増
額
す
る

も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
八
百
十
五
万
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億

五
千
九
百
十
五
万
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
繰
越
金
八
百
十
五
万
千
円

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
前
年
度
精
算
に
伴
う
療
養

給
付
費
・
特
定
健
康
診
査
等
の
返
還
金
八
百
十
五
万
千
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
三
十
万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
二

百
八
十
九
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
過
年
度
分
保
健
事
業
清
算

金
に
三
十
万
八
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
一
般
会
計
繰
出
金
に
八
十

万
八
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
千
百
五
十
三
万
二
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

四
億
六
千
六
百
四
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
国
庫
・
県
負
担
金
の
介
護

給
付
費
負
担
金
に
二
十
六
万
円
、
国
庫
・
県
補
助
金
の
調
整

交
付
金
等
に
三
十
九
万
千
円
、
繰
越
金
九
百
七
十
万
七
千
円

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
国
庫
支
出
金
等
過
年
度
分

償
還
金
九
百
六
十
三
万
四
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
五
百
四
十
三
万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

二
億
二
千
七
百
四
十
九
万
八
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
に
二
百

七
万
八
千
円
減
額
、
下
水
道
事
業
債
四
百
七
十
万
円
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
管
渠
布
設
工
事
に
四
百
六

十
万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
三
百
六
十
九
万
三
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
二
千
七
百
六
十
万
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
に
三
百

十
八
万
七
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
修
繕
料
に
二
百
万
円
増
額

す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
資
本
的
収
入
に
八
百
九
十
八
万
三
千
円
、
資
本
的
支
出
に

九
百
四
十
一
万
五
千
円
を
追
加
し
、
収
入
予
算
額
七
千
七
百

七
十
七
万
二
千
円
、
支
出
予
算
額
一
億
二
千
四
百
十
四
万
三

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
収
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
企
業
債
借
入
金
五
百
九
十

万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
支
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
特
別
工
事
に
九
百
万
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

平
成
二
十
九
年
度
決
算
審
査
意
見
書

富
加
町
監
査
委
員
　
渡
邊
　
哲
宏
・
川
崎
　
伸
泰

　
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
審

査
に
付
さ
れ
た
、
平
成
二
十
九
年
度
富
加
町
一
般
会
計
、
特

別
会
計
決
算
書
及
び
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質

収
支
に
関
す
る
調
書
、
財
産
に
関
す
る
調
書
並
び
に
各
関
係

諸
帳
簿
、
証
書
類
に
つ
き
審
査
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

一
、
審
査
の
対
象

　
富
加
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

　
富
加
町
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

二
、
審
査
の
方
法

　
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る

調
書
等
に
つ
い
て
計
数
の
正
確
性
、
財
政
運
営
の
健
全
性
及

び
予
算
執
行
の
経
済
性
に
つ
い
て
主
眼
を
置
き
、
か
つ
例
月

出
納
検
査
、
定
期
監
査
の
結
果
を
参
考
に
し
、
併
せ
て
各
課

平
成
三
十
年
第
四
回
臨
時
会

　
八
月
二
十
七
日
に
第
四
回
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
と
し
て一般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
上
程
さ

れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
八
千
八
百
四
十
五
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

三
十
一
億
七
千
十
五
万
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
一

般
寄
附
金
を
一
億
五
千
万
円
増
額
、
基
金
繰
入
金
を
六
千
百

五
十
五
万
円
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

等
に
係
る
経
費
と
し
て
八
千
八
百
四
十
五
万
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
承
認
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
役
場
庁
舎
非
常
用
発
電
機
設
備
設
置
工
事
の
工
事
請
負
契

約
に
関
す
る
議
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

平
成
三
十
年
第
五
回
定
例
会

　
九
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
第
五
回
町

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
期
定
例
会
は
、
人
事
案
件
二
件
、
町
条
例
の
制
定
三
件
、

一
部
改
正
六
件
、
平
成
三
十
年
度
富
加
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
等
七
件
、
平
成
二
十
九
年
度
富
加
町
一
般
会

計
・
特
別
会
計
等
歳
入
歳
出
決
算
認
定
七
件
、
報
告
案
件
二

件
、
意
見
書
一
件
が
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

▽
富
加
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　
板
津
厚
子
さ
ん
（
下
滝
田
）　

任
期
満
了
に
伴
う
富
加
町

教
育
委
員
会
の
委
員
に
、
板

津
厚
子
さ
ん
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
辻　
良
尚
さ
ん
（
中
町
）・
渡
邉
さ
ち
子
さ
ん
（
高
畑
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
辻
良
尚
さ
ん
・
渡
邉
さ
ち
子

さ
ん
を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
認
定
）

条
例
の
制
定

▽
富
加
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
く
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援

に
関
し
、
町
及
び
町
民
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
犯
罪
被
害
者
等
を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
の
制
定

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、
富
加
町
を
応
援
す
る

た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寄
附
者
の
思
い

を
実
現
す
る
た
め
に
新
た
に
基
金
を
設
置
す
る
事
項
を
定
め

ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
現
行
の
と
み
か
保
育
園
を
保
育
園
と
幼
稚
園
の
両
機
能
を

持
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
た
め
の
事
項
を
定
め
ま

し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

条
例
の
一
部
改
正

▽
富
加
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
総
務
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
明
の
性
別
記
載

欄
を
省
略
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
性
同
一
性
障
害
な
ど

の
性
的
少
数
者
に
配
慮
し
、
整
備
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
個
人
利
用
が
で
き
る
旨
を
追
加
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
必
要
な
事
項

を
改
正
し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
町
消
防
団
組
織
改
編
に
伴
い
、
機
能
別
消
防
団
員
制
度
を

導
入
し
、
本
部
に
副
分
団
長
を
置
く
こ
と
と
し
た
た
め
、
必
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ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
百
六
十
四
万
四
千
四
百
三
十
九
円
の

不
納
欠
損
後
の
滞
納
繰
越
分
は
、
千
八
百
七
十
五
万
六
千
四

百
四
十
二
円
と
な
り
前
年
度
と
比
べ
二
百
六
十
七
万
千
六
百

二
十
五
円
減
少
し
て
い
る
。
現
年
未
納
額
は
四
百
八
十
二
万

九
百
五
十
七
円
で
あ
り
前
年
度
と
比
べ
八
十
六
万
七
千
五
百

五
十
七
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
本
会
計
の
主
要
な
財
源

確
保
の
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
啓
発
と
更
な
る
保

険
税
の
徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

　
歳
出
決
算
規
模
は
五
千
八
百
七
十
六
万
五
百
九
十
二
円

（
前
年
度
比
＋
五
・
五
％
）
で
、
実
質
収
支
額
は
百
二
万
千

百
円
（
前
年
度
は
九
十
二
万
五
千
二
百
円
）
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
は
、収
納
率
は
、

百
％
（
前
年
度
は
九
十
九
・
八
％
）、
で
あ
り
、
今
後
も
制

度
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
百
％
収
納
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

　
本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模
は
四
億
千
六
百
八
十
四
万
百
一

円
（
前
年
度
比
＋
九
・
七
％
）
と
三
千
六
百
九
十
七
万
三
千

七
百
三
十
九
円
増
加
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は

四
千
八
百
二
十
八
件
、
三
億
千
九
百
四
十
六
万
五
千
二
百
五

十
七
円
（
対
前
年
度
＋
五
百
八
十
一
件
、
＋
千
九
百
十
二
万

六
百
六
円
）、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
千
七
十
五

件
、
千
二
百
六
十
五
万
九
千
五
十
一
円
（
対
前
年
度
△
二
百

六
十
九
件
、
△
六
百
二
十
五
万
五
千
百
二
十
一
円
）。
ま
た
、

介
護
給
付
費
合
計
は
六
千
八
百
四
十
八
件
、
三
億
六
千
百
七

万
二
千
六
百
五
十
八
円
（
対
前
年
度
＋
九
百
二
十
二
件
、
＋

二
千
七
十
五
万
四
千
七
百
七
十
七
円
）
で
あ
っ
た
。

　
被
保
険
者
数
は
前
年
度
よ
り
二
十
人
増
加
し
合
計
千
六
百

八
十
四
人
、
要
介
護
認
定
者
数
は
十
八
人
増
加
し
、
合
計
二

百
六
十
五
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
料
の
収
納
率
は
九
十
八
・
六
％
（
前
年
度
九
十

八
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
今
後
も
制
度
の
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
収
納
率
の
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

　
本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模
は
、
二
億
千
五
百
五
十
八
万
四

千
五
百
七
円
（
前
年
度
比
△
三
・
〇
％
）
と
な
っ
た
。

　
本
事
業
に
よ
る
水
洗
化
率
は
、
九
十
五
・
八
％
（
前
年
度

比
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
に
於
い
て

も
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
使
用
料
の
収
納
率
は
九
十
九
・
一
％
（
前
年
度
九
十
九
・

〇
％
）、
収
入
未
済
額
五
十
四
万
三
千
六
百
四
十
三
円
（
前

年
度
五
十
九
万
八
千
二
百
七
十
七
円
）
と
な
っ
た
。
今
後
と

も
収
納
率
の
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
）

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
全
て
事
業
が
完
了
し
て
お
り
、
維
持

管
理
費
及
び
公
債
費
が
主
な
支
出
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
地
区
の
水
洗
化
率
は
、
大
山
・
井
高
地
区
百
％
、
夕
田

地
区
百
％
、
加
治
田
地
区
九
十
八
・
九
％
、
大
平
賀
地
区
九

十
五
・
一
％
で
、
全
体
で
は
九
十
八
・
〇
％
（
前
年
度
九
十

七
・
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
使
用
料
の
収
納
率
は
九
十
八
・
六
％
（
前
年
度
九

十
七
・
〇
％
）、
収
入
未
済
額
は
四
十
八
万
九
千
九
十
三
円

で
前
年
度
よ
り
五
十
二
万
八
千
七
百
十
九
円
減
少
し
て
お
り

（
不
納
欠
損
額
〇
円
）、
関
係
者
の
努
力
を
評
価
す
る
。
今
後

も
未
納
額
の
減
少
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
基
金
運
用
状
況
】

　
年
度
末
現
在
の
基
金
保
管
状
況
は
、表
⑨
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
年
度
中
の
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
三
百
七
十
七
万

九
千
六
百
五
十
八
円
の
増
加
（
前
期
は
四
百
一
万
七
千
二
百

五
十
八
円
の
増
加
）
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
と
し

て
七
千
四
百
八
十
四
万
円
を
積
立
し
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
に
つ
い
て
は
、
千
二
百
八
十
八
万
千
八
百
円
の
減
少
と

な
っ
た
。
基
金
全
体
で
は
、
総
額
十
四
億
三
千
五
百
六
十
四

に
事
業
執
行
状
況
等
を
聴
取
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

三
、
審
査
の
結
果
（
決
算
計
数
に
つ
い
て
）

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
を
通
じ
て
決
算
は
証
書
類
も
整
理

さ
れ
、
会
計
経
理
は
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
そ
の
他
証
書
類
を
符
合
し
た

結
果
、
正
確
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
予
算
の
執
行
に
関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い
て
も
適

正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

四
、
審
査
の
結
果
（
財
政
状
況
等
に
つ
い
て
）

【
総
　
　
括
】

　
日
本
経
済
の
現
状
は
、
全
体
的
に
高
揚
感
に
包
ま
れ
、
各

種
の
経
済
指
標
か
ら
も
、
好
調
に
推
移
し
て
い
る
と
言
え
る
。

平
成
二
十
九
年
度
の
税
収
は
バ
ブ
ル
期
並
み
の
高
水
準
と
な

り
、
平
成
三
十
年
度
の
一
般
会
計
総
額
も
六
年
連
続
で
過
去

最
大
を
更
新
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
先
進
諸
国
最

悪
の
財
政
状
況
に
あ
る
状
況
で
財
政
健
全
化
へ
の
道
筋
が
示

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
言
え
る
。

　
か
つ
て
一
億
総
中
流
社
会
と
言
わ
れ
た
頃
と
比
較
す
る
と
、

国
民
の
所
得
格
差
は
拡
大
し
、
現
在
、
多
く
の
社
会
問
題
の

起
因
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
業
績
に
お
い
て
も
、
政
策
の
恩

恵
を
受
け
た
大
手
企
業
は
最
高
益
更
新
を
続
け
て
い
る
一
方
、

地
方
中
小
零
細
企
業
は
、
事
業
承
継
問
題
も
含
め
多
く
の
企

業
が
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
政
治
の
世
界
で
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る
が
す
諸
問

題
が
頻
発
し
、
官
僚
の
不
祥
事
と
併
せ
、
国
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
中
、
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
行
財
政
の

運
営
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

　
平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

歳
入
決
算
総
額
は
四
十
九
億
千
百
三
十
一
万
七
千
八
百
十
九

円
、
歳
出
決
算
総
額
は
四
十
五
億
九
千
五
百
九
十
五
万
二
千

百
三
十
一
円
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
歳
出
差
引
残
高
は
三
億

千
五
百
三
十
六
万
五
千
六
百
八
十
八
円
で
あ
る
。

　
町
財
政
を
分
析
す
る
と
、
経
常
収
支
比
率
に
お
い
て
は
経

常
経
費
の
増
加
に
よ
り
八
十
七
・
〇
％
（
前
年
度
八
十
四
・

三
％
）と
二
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。ま
た
、公
債
費
に
つ

い
て
は
、実
質
公
債
比
率
が
十
・一
％（
前
年
度
十
・
六
％
）
と

〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。こ
れ
は
、前
年
対
比
で
公
債
費

及
び
公
債
費
に
準
ず
る
経
費
に
係
る
金
額
が
減
少
し
た
た
め

で
あ
る
。ま
た
、財
政
力
を
判
断
す
る
財
政
力
指
数
は
〇
・
四

六（
前
年
度
〇
・
四
五
）と
〇
・
〇
一
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

　
今
後
、
財
政
規
律
問
題
等
か
ら
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明

な
こ
と
を
考
え
る
と
、
更
な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
、
町
債

の
新
規
発
行
を
極
力
抑
制
し
、
健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め

ら
れ
た
い
。（
表
①
～
表
④
）

【
一
般
会
計
】

　
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
三
十
二

億
九
千
二
百
四
十
四
万
七
千
七
百
五
十
二
円
（
前
年
度
比
＋

十
六
・
二
％
）
歳
出
総
額
は
三
十
億
二
千
六
百
五
十
三
万
七

千
百
九
十
四
円
（
前
年
度
比
＋
十
五
・
六
％
）
と
な
り
、
繰

越
明
許
費
繰
越
額
千
百
十
三
万
六
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
額
は
、
二
億
五
千
四
百
七
十
七
万
四
千
五
百
五
十
八
円

の
黒
字
と
な
っ
た
。

　（
歳
　
入
）

　
当
年
度
の
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
で

あ
る
町
税
は
予
算
現
額
七
億
五
千
五
百
九
十
五
万
九
千
円
に

対
し
、
調
定
額
は
八
億
七
千
六
十
六
万
七
千
五
百
三
十
四
円

と
な
り
、
予
算
現
額
を
一
億
千
四
百
七
十
万
八
千
五
百
三
十

四
円
上
回
っ
た
。
前
年
度
調
定
額
八
億
千
九
百
九
十
九
万
八

千
五
百
八
十
八
円
に
対
し
て
は
五
千
六
十
六
万
八
千
九
百
四

十
六
円
（
前
年
度
比
＋
六
・
二
％
）
増
加
し
た
。
収
入
済
額

は
八
億
三
千
五
百
八
十
八
万
七
千
三
百
三
十
二
円
（
前
年
度

比
＋
六
・
四
％
）
で
あ
り
、
予
算
現
額
を
七
千
九
百
九
十
二

万
八
千
三
百
三
十
二
円
上
回
っ
た
。
歳
入
に
対
す
る
構
成
比

は
、
二
十
五
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
税
の
収
入
未
済
額
は
、
現
年
課
税
分
七
百
二
十
五
万
千

百
二
十
円
、
滞
納
繰
越
分
二
千
三
百
三
十
一
万
二
千
八
百
四

十
二
円
、
総
額
三
千
五
十
六
万
三
千
九
百
六
十
二
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
二
百
三
十
六
万
五
千
二
百
九
十
四
円
減

少
、
収
納
率
は
九
十
六
・
〇
％
（
前
年
度
は
九
十
五
・
八
％
）

と
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
た
。
厳
し
い
徴
税
環
境
と
察
す

る
が
、
今
後
も
未
納
額
の
減
少
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
表
⑤
～
表
⑧
）

　（
歳
　
出
）

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
二

十
九
年
度
決
算
は
前
年
度
と
比
べ
十
五
・
六
％
増
加
し
た
。

　
ま
た
、
各
課
の
主
な
事
業
の
執
行
状
況
を
確
認
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
常
的
な
事
務
処
理
が
滞
り
な
く
執
行
さ
れ
て

い
た
。

　
歳
出
予
算
現
額
に
対
す
る
不
用
額
は
、
全
体
で
一
億
六
千

二
百
五
十
二
万
四
千
八
百
六
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

費
用
対
効
果
を
精
査
及
び
吟
味
し
た
結
果
と
し
て
、
主
に
総

務
費
四
千
九
百
九
十
四
万
八
千
三
百
四
十
円
、
民
生
費
三
千

九
百
三
十
九
万
八
千
百
三
十
六
円
、
教
育
費
二
千
百
九
万
五

千
五
百
九
十
七
円
、
土
木
費
千
四
百
十
七
万
六
千
十
一
円
の

不
用
額
と
な
っ
た
。
今
後
も
厳
し
い
環
境
下
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
「
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果
」
の
基
本
を
確
実

に
実
行
さ
れ
た
い
。

【
特
別
会
計
】

　（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　
本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模
は
七
億
五
千
九
百
五
十
七
万
八

千
百
七
十
七
円
（
前
年
度
比
＋
五
・
六
％
）
で
、
実
質
収
支

額
は
二
千
五
十
四
万
六
千
九
百
六
十
五
円
（
前
年
度
は
四
千

五
百
二
十
六
万
二
千
三
百
六
十
三
円
）
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
収
納
率
は
八
十

五
・
四
三
％
（
前
年
度
は
八
十
五
・
四
〇
％
）
で
〇
・
〇
三

表①　歳入歳出比較� （単位：円）
区　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

決 算 総 額 4,911,317,819 4,595,952,131 315,365,688
一般会計決算額 3,292,447,752 3,026,537,194 265,910,558
特別会計決算額 1,618,870,067 1,569,414,937 49,455,130

表②　特別会計の内訳� （単位：円）
区　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

国 民 健 康 保 険 780,125,142 759,578,177 20,546,965
後期高齢者医療 59,781,692 58,760,592 1,021,100
介 護 保 険 440,404,653 416,840,101 23,564,552
特 定 環 境 保 全 
公共下水道事業 218,900,752 215,584,507 3,316,245

農業集落排水事業 119,657,828 118,651,560 1,006,268

表④
年　　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

実質収支比率（％） 9.3 9.3 8.9 11.0 13.1
経常収支比率（％） 87.4 86.4 82.1 84.3 87.0
実質公債費比率（％） 11.8 11.7 11.2 10.6 10.1
財 政 力 指 数 0.44 0.45 0.45 0.45 0.46

表③　前年度比較
　歳　入� （単位：円）

区　　分 平成29年度 平成28年度 比較増減
決 算 総 額 4,911,317,819 4,407,106,183 504,211,636
一般会計決算額 3,292,447,752 2,834,559,398 457,888,354
特別会計決算額 1,618,870,067 1,572,546,785 46,323,282

　歳　出� （単位：円）
区　　分 平成29年度 平成28年度 比較増減

決 算 総 額 4,595,952,131 4,109,347,307 486,604,824
一般会計決算額 3,026,537,194 2,617,188,464 409,348,730
特別会計決算額 1,569,414,937 1,492,158,843 77,256,094

決算意見書に関わる表

表⑤� （単位：円）

区　　分 予算現額A 調定額B 収入済額 不納欠損額 収入未済額
収入歩合（％）

A B
平成29年度 3,203,123,000 3,329,017,654 3,292,447,752 4,216,240 32,353,662 102.8 98.9
平成28年度 2,810,935,000 2,870,987,639 2,834,559,398 1,689,160 34,739,081 100.8 98.7
増 減 392,188,000 458,030,015 457,888,354 2,527,080 △2,385,419 - -
前年度比（％） +14.0 +16.0 +16.2 +149.6 △6.9 - -
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る
こ
と
が
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
特
に
震
災
等
の
非
常
時
に

お
け
る
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
層
の
強
化
を
図
る
必
要
性
に

迫
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
も
、
前
年
度
同
様
に
水
道
事

業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
国
の
補
助
事
業
等
に
よ
る
事
業
を

実
施
さ
れ
た
。
今
後
も
耐
震
管
を
用
い
た
老
朽
管
の
更
新
工

事
を
計
画
に
沿
っ
て
着
実
に
整
備
さ
れ
た
い
。

　
有
収
率
は
、
積
極
的
に
漏
水
調
査
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が

依
然
と
し
て
低
く
、
近
年
に
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
依
然
と
し
て
漏
水
と
疑
わ
れ
る
有
収
率
で
あ
る
た
め
、
有

収
率
向
上
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。（
表
⑪
）

　
滞
納
状
況
に
つ
い
て
は
、表
⑫
の
と
お
り
滞
納
者
数
、滞
納

額
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
、今
後
も
法
的
措
置
を
含
ん
だ
厳

正
な
処
置
を
執
る
な
ど
し
て
滞
納
の
減
少
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
木
村
康
夫
議
員
か
ら

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

　
意
見
書
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
五
回
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
九
月
二
十
日
に
六
名
の

議
員
か
ら
十
件
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
質
問
の
要
旨
と
答
弁
は
次
の
通
り
で
す
。（
な
お
、

再
質
問
及
び
再
質
問
に
係
る
答
弁
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

全
容
は
富
加
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
富
加
町
議
会
→
議
会

録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
『
一
般
質
問
は
、
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
内
容

は
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
ま
す
。

　
議
員
は
質
問
の
要
旨
を
事
前
に
議
長
に
通
告
し
、
議
長

の
許
可
を
得
て
質
問
を
し
ま
す
。
な
お
、
質
問
の
回
数
は
、

再
質
問
を
含
め
三
回
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
議
長
が

質
問
を
制
限
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。』

基
金
の
積
み
増
し
に
つ
い
て

【
梅
村
和
芳
議
員
】　

財
政
の
健
全
な
運
営
の
為
に
は
財
政

調
整
基
金
を
始
め
と
す
る
積
立
金
が
問

題
と
な
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
、
一
つ
の
指
標
と
し
て
は
標
準

財
政
規
模
の
十
％
程
度
が
適
正
と
さ
れ
て
い
て
、
平
成
三
十

年
度
の
富
加
町
の
標
準
財
政
規
模
は
約
十
九
・
一
億
円
、
今

年
度
五
月
末
の
財
調
保
有
額
は
約
十
二
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
数
字
を
見
る
と
何
ら
問
題
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

近
年
、
地
方
自
治
体
の
財
調
を
含
め
た
基
金
積
立
金
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
直
近
の
平
成
二
十
八
年
度
末
の
積
立
金
は
、

加
茂
郡
内
最
低
の
約
十
三
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
時
は
予
算
に
占
め
る
起
債
返
済
比
率
が
二
十
五
%
を
超

え
起
債
制
限
団
体
と
な
っ
た
東
白
川
村
で
も
約
十
四
億
円
を

保
有
し
、
富
加
町
よ
り
も
人
口
の
少
な
い
七
宗
町
で
も
約
十

五
・
八
億
円
、
近
隣
の
坂
祝
町
は
十
九
・
六
億
円
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
基
金
だ
け
で
は
財
政
力
を
測
れ
ま
せ
ん
が
一
つ

の
目
安
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
以
前
か
ら
富
加
町
も
基
金
保
有
額
は
二
十
億
円
を
目

指
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
板
津
町
政
の
目
標
額
を
聞
い
て
も
、

ハ
ッ
キ
リ
し
た
回
答
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
い
か

に
し
て
基
金
の
積
み
増
し
を
図
る
お
つ
も
り
か
、
ま
た
、
基

金
積
立
目
標
額
を
ど
の
く
ら
い
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を

再
度
、
確
認
の
意
味
で
お
尋
ね
し
ま
す
。「
多
い
に
越
し
た

事
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
答
弁
は
ご

勘
弁
願
い
ま
す
。

【
板
津
町
長
】

　
近
年
、
当
町
に
お
け
る
基
金
へ
の
積
み
立
て

に
つ
い
て
は
、
運
用
益
と
な
る
利
子
数
百
万
を

積
み
立
て
る
の
み
で
し
た
が
、
平
成
二
十
九
年
度
は
歳
入
が

歳
出
を
大
き
く
上
回
っ
た
た
め
、
一
般
財
源
の
余
剰
分
と

な
っ
た
一
億
六
千
万
円
と
運
用
益
の
三
百
二
十
七
万
円
を
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
富
加
町
の
二
十
八
年
度
末
の
財
政
調

整
基
金
・
減
債
基
金
・
特
定
目
的
基
金
の
総
額
で
は
十
三
億

七
千
万
円
と
加
茂
郡
内
で
最
も
低
い
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
財
政
調
整
基
金
の
み
で
比
較
す
れ
ば
、
保
有
額
十
億
五

千
二
百
万
円
は
、
当
町
の
標
準
財
政
規
模
十
九
億
千
万
円
に

占
め
る
割
合
と
し
て
は
、
五
十
五
・
一
％
と
加
茂
郡
内
で
三

番
目
に
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
決
し
て
低
い
金

額
で
は
な
い
と
言
え
ま
す
。
全
国
的
に
み
て
も
財
政
力
指
数

の
低
い
自
治
体
で
は
総
じ
て
積
み
立
て
の
比
率
は
高
く
な
っ

て
お
り
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
た
財
源
が
使
い
こ
な
せ
て
な
い

と
い
っ
た
批
判
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

万
六
千
五
百
四
十
三
円
と
な
り
対
前
年
度
六
千
五
百
八
十
一

万
六
千
七
百
九
十
三
円
増
加
し
た
。

　
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
後
年
の
財
政
運
営
の
た
め

に
適
切
な
資
金
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
一
方
、
そ
の
他
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
目
的
に

沿
っ
た
活
用
と
安
全
な
運
用
管
理
を
さ
れ
た
い
。

【
公
債
費
の
状
況
】

　
年
度
末
現
在
の
公
債
費
の
状
況
は
、表
⑩
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
新
規
発
行
額
が
一
億
二
千
万
円
、

償
還
額
が
二
億
三
千
七
百
四
十
三
万
千
四
百
九
十
七
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
一
億
千
七
百
四
十
三
万
千
四
百
九
十
七
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
富
加
町
水
道
事
業
会
計

決
算
審
査
意
見
書

富
加
町
監
査
委
員
　
渡
邊
　
哲
宏
・
川
崎
　
伸
泰

　
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す

表⑨� （単位：千円）
区　　分 3 月末現在高 前年度比

1 財政調整基金 1,051,718 3,779
2 減債基金 65,837 79
3 地域福祉基金 85,000 0
4 高齢者福祉対策基金 21,246 0
5 生活環境整備基金 10,000 0
6 ふるさと農村活性化対策基金 7,000 0
7 教育施設整備基金 24 0
8 まち・ひと・しごと創生基金 74,840 74,840
9 国民健康保険事業財政調整基金 67 0
10 介護給付費準備基金 119,914 △12,882

計 1,435,646 65,816

表⑩� （単位：千円）
区　　分 3 月末現在高 前年度比

1 公共事業等債 41,773 △6,796
2 公営住宅建設事業債 370,961 △34,411
3 災害復旧事業債 5,200 5,200
4 （旧）緊急防災・減災事業債 56,155 △11,095
5 全国防災事業債 40,000 0
6 学校教育施設等整備事業債 9,212 △1,458
7 社会福祉施設整備事業債 30,066 △4,433
8 一般補助施設整備事業債 112,015 △17,980
9 一般単独事業債 161,643 △24,101
10 財源対策債 1,012 △1,793
11 減税補てん債 22,692 △6,134
12 臨時財政対策債 1,375,684 △20,488
13 その他 25,939 6,057

計 2,252,352 △117,432

公 債 費 の 状 況

基 金 運 用 状 況

地方交付税
913,326千円

27.74%

地方交付税
913,326千円

27.74%

町税
835,887千円

25.39%

町税
835,887千円

25.39%

寄付金
503,450千円

15.29%

寄付金
503,450千円

15.29%
県支出金　　　　　　  153,019千円　4.65%
町債　　　　　　　　  120,000千円　3.64%
地方消費税交付金　　　 98,822千円　3.00%
使用料手数料　　　　　 56,093千円　1.70%
諸収入　　　　　　　　 56,060千円　1.70%
分担金及び負担金　　　 41,607千円　1.26%
地方譲与税　　　　　　 31,333千円　0.95%
財産収入　　　　　　　 26,968千円　0.82%
ゴルフ場利用税交付金　 26,517千円　0.81%
自動車取得税交付金　　　9,634千円　0.29%
地方特例交付金　　　　　5,095千円　0.15%　
株式等譲渡所得割交付金　3,673千円　0.11%
配当割交付金　　　　　　3,148千円　0.10%
利子割交付金　　　　　　1,596千円　0.05%
繰入金　　　　　　　　　1,544千円　0.05%
交通安全対策特別交付金　　　0千円　0.00%

国庫支出金　　　　　  187,305千円　5.69%
繰越金　　　　　　　  217,371千円　6.60%

歳入
32億

92,448千円

総務費
844,947千円

27.92%

総務費
844,947千円

27.92%

民生費
764,160千円

25.25%

民生費
764,160千円

25.25%教育費
287,646千円

9.50%

教育費
287,646千円

9.50%

土木費
277,042千円

9.15%

土木費
277,042千円

9.15%

公債費
259,429千円

8.57%

公債費
259,429千円

8.57%

農林水産業費
210,536千円

6.96%

農林水産業費
210,536千円

6.96%

衛生費
172,566千円

5.70%

衛生費
172,566千円

5.70%

消防費
128,903千円

4.26%

消防費
128,903千円

4.26%

議会費
45,523千円

1.50%

議会費
45,523千円

1.50% 商工費
22,498千円

0.74%

商工費
22,498千円

0.74%
災害復旧費
13,287千円
0.44%

災害復旧費
13,287千円
0.44%
予備費
0千円
0.00%

予備費
0千円
0.00%

歳出
30億

26,537千円

ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書
　ゴルフ場利用税は、都道府県税として納付され、その 7
割がゴルフ場の所在市町村にゴルフ場利用税交付金として
交付されている。その規模は平成28年度決算で、全国で
325億円にものぼる。
　本町におけるその交付金額は、平成29年度決算額で
26,517千円であり、貴重な財源となっている。
　現在、地方自治体は、医療・介護などの社会保障、社会
資本の老朽化への対応、子育て支援、教育などにおいて果
たす役割が年々増大しており、これらの課題解決には財源
確保が必要不可欠であることはいうまでもない。
　国におかれては、ゴルフ場利用税がゴルフ場所在市町村
にとって重要な財源であることを改めて認識していただ
き、現行制度が存続されるよう強く要望するものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　平成30年 9 月20日

岐阜県加茂郡富加町議会議長　井　戸　　亨
　　衆議院議長　様
　　参議院議長　様
　　内閣総理大臣　様
　　財務大臣　様
　　総務大臣　様

平成29年度一般会計決算認定

表⑥
年　　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

町税収納額（千円） 756,581 775,349 750,728 785,380 835,887
歳入構成比（％） 28.1 27.8 25.8 27.7 25.4

表⑦
年　　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

地方交付税額（千円） 915,159 888,611 950,111 948,178 913,326
前 年 度 比（％） △3.6 △2.9 +6.9 △0.2 △3.7

表⑧� （単位：％）
年　　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

自 主 財 源 比 率 45.2 43.6 40.0 43.7 52.8
依 存 財 源 比 率 54.8 56.4 60.0 56.3 47.2

水道決算意見書に関わる表

平成29年度水道事業会計決算表

表⑪　年間有収率� （単位：％）
年　　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

有 収 率 92.44 91.46 89.13 90.73 84.03

表⑫　滞納明細� （単位：万円）
年　　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

滞 納 者 数 19 22 32 39 35
金 額 60 63 80 125 73

� （単位：円）
区　　分 収　　入 支　　出 損益収支

3 条 （ 収 益 的 ） 147,725,519 132,192,364 15,533,155
4 条 （ 資 本 的 ） 64,432,800 100,928,406 △36,495,606

資本的収入が資本的支出に対して不足する36,495,606円は、過年度損
益勘定留保資金で補填されています。
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的
な
考
え
方
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
っ
た
表

現
が
は
っ
き
り
し
た
回
答
を
頂
い
て
い
な
い
と
の
議
員
の
受

け
取
り
方
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
基
金
に
つ
い
て
の
議
論
は
地
方
自
治
論
か
ら
展
開
さ
れ
る

場
合
や
財
政
論
か
ら
論
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
ま
だ
十
分

に
論
じ
ら
れ
た
と
は
言
え
ず
、
今
後
の
議
論
に
期
待
す
る
他

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
学
校
卒
業
式
で
の
女
子
児
童
の
袴
姿

に
つ
い
て

【
梅
村
和
芳
議
員
】

　
私
は
議
員
生
活
を
三
十
年
以
上
遣
っ
て
き
て
、
織
部
町
政

時
代
の
華
美
に
な
る
事
を
防
ぐ
べ
く
の
「
虚
礼
廃
止
運
動
」

や
「
成
人
式
で
の
振
袖
の
禁
止
」
な
ど
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
。
特
に
安
倍
政
権
下
で
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
成
人
の
服
装
が
い
っ
そ
う
派
手
さ
を
増
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
そ
う
し
た
影
響
も
あ
っ
て
か
小

学
校
の
卒
業
式
で
の
女
子
児
童
の
袴
姿
も
年
々
増
加
し
、
今

年
三
月
の
卒
業
式
で
は
女
子
児
童
卒
業
生
二
十
五
名
中
六
名

が
袴
姿
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
女
性
の
先
生
の
袴
姿
も
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
か
見

な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
が
緩
和
さ
れ
た
結
果

が
女
子
児
童
卒
業
式
で
の
袴
姿
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
も
思

え
ま
す
。
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
向
を
尊
重
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
町
教
育
委
員
会
の
指
導
の
下
に
、
華
美
傾
向
を
防
ぐ
べ

く
、
女
性
教
師
、
女
子
児
童
の
袴
姿
を
禁
止
す
べ
き
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
何
ら
の
話
も
聞
い
て
い

な
い
と
の
町
教
育
委
員
会
の
話
し
を
聞
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
場
で
改
め
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
粥
川
教
育
長
】

　
富
加
小
学
校
の
卒
業
式
に
お
け
る
女
子
児
童

の
袴
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
二
～
三
年
数
人
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
質
問
で
は
、
華
美
傾
向
を
防

ぐ
た
め
教
育
委
員
会
で
教
員
や
女
子
児
童
の
袴
着
用
を
禁
止

し
て
は
ど
う
か
と
の
ご
意
見
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
卒
業
式
は
、

学
習
指
導
要
領
に
定
め
る
特
別
活
動
の
中
で
の
「
儀
式
的
行

事
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折

り
目
を
付
け
、
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
、
新
し
い
生

活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
活
動
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
育
て
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
や

恩
師
に
感
謝
の
気
持
ち
を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
学
校
進
学

へ
の
心
構
え
を
再
確
認
す
る
大
切
な
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
洋
装
・
和
装
を
問
わ
ず
、
あ
ま
り
華
美
に

な
り
、
た
と
え
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
の
よ
う
な
卒
業
式
に

な
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
卒

業
式
は
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
学
校
教
育
の
中
で
の
一
つ

の
行
事
で
す
か
ら
、ま
ず
は
卒
業
式
の
意
義
・
意
味
を
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
に
し
っ
か
り
伝
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
学
校
か
ら
は
華
美
な
服
装
に
な
ら

な
い
よ
う
お
願
い
の
通
知
を
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
そ

ぐ
わ
な
い
状
況
に
な
れ
ば
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
指
導
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
最

終
的
に
は
各
家
庭
で
ご
判
断
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
教
員
の
袴
着
用
に
つ
い
て
は
、
六
年
間
の
小

学
校
生
活
が
完
結
す
る
大
切
な
卒
業
式
を
お
祝
い
す
る
た
め

の
礼
装
・
正
装
の
ひ
と
つ
と
考
え
ま
す
の
で
、
袴
に
限
ら
ず
、

節
度
あ
る
服
装
で
あ
れ
ば
、
特
に
規
制
の
必
要
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

川
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
安
全

【
渡
邉
圭
太
議
員
】　

夏
の
異
常
と
言
え
る
連
日
の
猛
暑
に

よ
り
、
夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル
開
放

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り

に
Ｂ
＆
Ｇ
の
プ
ー
ル
に
足
を
運
ん
だ
子

ど
も
達
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
他
に
プ
ー
ル
の
代
わ
り
が
近
場
に
あ
れ
ば
、
そ

ち
ら
に
も
行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
「
代
わ
り

の
一
つ
」
に
な
り
得
る
も
の
は
、
現
在
、
富
加
町
が
進
め
て

い
る
河
川
公
園
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
河
川

公
園
の
利
用
者
数
は
計
画
段
階
よ
り
も
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
現
在
、
富
加
小
学
校
で
は
「（
子
ど
も
だ
け
で
と

い
う
条
件
は
あ
る
が
、）川
で
遊
ん
で
は
い
け
な
い
」と
教
え
、

川
に
も
「
キ
ケ
ン
。
近
づ
く
な
！
」
の
よ
う
な
看
板
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
川
遊
び
に
関
す
る
教
育
を
ど
う
さ

れ
る
つ
も
り
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
河
川
公
園
計
画
を
進
め
て
い
く
上
で
、

ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
起
こ

り
得
る
の
か
、
様
々
な
事
を
想
定
し
て
計
画
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

【
澤
野
教
育
課
長
】

　
町
は
、
第
五
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
基
本

目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
魅
力
的
な
生
活
空
間
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
施
策
と
し
て
、
川
浦
川
沿
い
に
お
い
て
、
河
川
公
園
の
整

備
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
議
員
の
ご
質

問
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
川
浦
川
沿
い
の
中
橋
周
辺
を
親
水
公

園
と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
、
普
段
か
ら
水
辺
と

触
れ
あ
え
る
、
安
全
で
近
づ
き
や
す
い
場
所
」
を
創
設
す
る

こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
富
加
小
学
校
で
は
、
小
学
四
年
生
の
環
境
学
習
と
し
て 

水
性
生
物
調
査
「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
が
現
在
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
川
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
生
き
物
と
親

し
み
、
楽
し
む
場
と
し
て
河
川
公
園
を
活
用
で
き
れ
ば
良
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
川
の
流
れ
は 

そ
の
時
の
水
量
や 

地
形
で
変
化

　
財
政
調
整
基
金
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
単
年
度
予
算
に
お

い
て
財
政
的
に
余
力
が
あ
る
時
に
積
立
を
行
い
、
突
発
的
に

歳
入
が
歳
出
を
下
回
っ
た
時
に
備
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
目
標
額
を
定
め
て
積
み
立
て
る
性
質
の
基
金
で
は

な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の
市
町
村
で
は
標
準

財
政
規
模
の
五
％
か
ら
十
％
程
度
の
割
合
を
一
つ
の
目
安
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
割
合
が
当
町
の
目
標
額
と
仮
定
す
れ
ば
、
五
十
％
以
上

の
割
合
で
あ
る
当
町
の
財
政
調
整
基
金
の
現
在
高
は
基
金
の

目
的
を
十
分
満
た
し
て
い
る
水
準
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
加
茂
郡
内
最
低
の
基
金
残
高
で
あ
る
と
ご
指
摘
頂
き
ま
し

た
が
、
平
成
三
十
年
度
は
一
般
会
計
予
算
総
額
も
加
茂
郡
最

低
で
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
予
算
総
額
・
基
金
残
高
が
結
果

と
し
て
加
茂
郡
内
最
低
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
状
を
見
る

限
り
富
加
町
は
総
合
的
に
み
て
、
イ
ン
フ
ラ
は
整
っ
て
お
り
、

発
展
の
可
能
性
や
将
来
性
も
高
く
、
災
害
に
対
す
る
危
険
性

は
低
い
環
境
で
あ
る
こ
と
等
、
他
町
村
に
比
べ
優
位
性
が
あ

る
と
分
析
し
て
お
り
、
現
状
の
基
金
保
有
状
況
で
あ
れ
ば
残

高
と
し
て
不
足
は
な
く
、
む
し
ろ
良
好
な
状
態
で
あ
り
特
に

問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
富
加
町
の
過
去
の
財
政
運
営
か
ら
み
る
と
、
西
山

浦
工
業
団
地
造
成
事
業
に
お
い
て
大
き
な
損
失
補
填
（
四
億

六
千
万
円
の
内
、
財
調
取
り
崩
し
三
億
円
）
を
強
い
ら
れ
た

平
成
十
七
年
の
財
政
調
整
基
金
残
高
四
億
七
千
二
百
万
円
が

一
つ
の
基
準
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
過
去
の
実

績
を
踏
ま
え
た
経
験
値
と
し
て
は
、
約
五
億
円
の
残
高
で
あ

れ
ば
町
政
運
営
に
支
障
が
出
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。（
平
成
十
九
年
九
月
（
株
）
ダ
イ
リ
ツ
様
売
却
時
損
失

補
填
一
億
六
千
万
円
・
財
調
取
り
崩
し
な
し
）

　
議
員
は
、
基
金
の
目
標
額
と
し
て
二
十
億
円
を
目
指
す
べ

き
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
九
年
五
月
末
現
在

の
基
金
総
額
は
既
に
十
六
億
七
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
決
算
状
況
を
踏
ま
え
、
可
能
な
範
囲
で
の
積
み
立
て
を

考
え
て
い
き
ま
す
が
、
財
務
省
が
地
方
の
基
金
残
高
の
増
加

を
問
題
視
し
て
い
る
中
、
今
後
は
積
極
的
な
予
算
編
成
も
心

が
け
、
基
金
の
有
効
利
用
も
計
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
特
定
目
的
基
金
に
つ
い
て
は
初
期
の
目
的
を
達
成

し
、
休
眠
状
態
に
陥
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
残
高
水
準
と

し
て
は
十
分
で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
は

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
」
を
あ
ら
た
に
設
け
る

な
ど
特
定
目
的
基
金
の
必
要
性
・
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
は
役
場
庁
舎
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
学
校
校
舎
の
建
て
替

え
等
に
備
え
て
、
新
た
な
基
金
の
設
置
を
含
め
、
既
存
の
基

金
を
積
み
増
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
議
会
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
新
た
な
特
定
目

的
基
金
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
」
に
つ
い
て
も
、
全

国
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
額
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
種
事
業
を
実
施
す
る
上
で
貴
重
な
財
源
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
寄
附
者
の
指
定
し
た
使
途
に
か
か
る
事
業
の
財
源
と
し
て

予
算
化
し
、
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
寄
附
金
額
か
ら
必
要
経
費
分
を
除
い
た
金
額
が
そ

の
ま
ま
年
々
積
み
増
し
に
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
幅
広
い
事
業
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
少
な
か
ら
ず
財
政
調
整
基
金
額
の
維
持
に
影
響
を
与
え
る

も
の
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
行
財
政
改
革
の
努
力
を
怠
る

こ
と
な
く
、
経
費
節
減
等
を
進
め
、
現
状
の
財
政
調
整
基
金

水
準
（
平
成
二
十
三
年
度
～
平
成
二
十
九
年
度
水
準
・
約
十

億
円
）
を
で
き
る
限
り
維
持
し
な
が
ら
、
基
金
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
し
、
特
定
目
的

基
金
に
つ
い
て
は
、
将
来
予
想
さ
れ
る
資
金
需
要
や
施
設
整

備
計
画
等
に
備
え
る
為
に
、
十
分
に
精
査
を
行
な
い
、
基
金

の
設
置
・
積
み
立
て
を
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
基
金
に
対
す
る
議
論
は
現
在
ま
で
様
々
な
場
面
で
議
論
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
基
金
残
高
の
適
正
水
準
に
つ
い
て
は

尚
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
経
済

財
政
諮
問
会
議
で
の
議
論
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
金
残

高
の
増
加
に
関
し
て
財
源
移
転
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
精
査

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
麻
生
財

務
大
臣
は
「
帳
簿
上
は
政
府
に
借
金
と
い
う
負
債
が
立
ち
、

地
方
に
資
産
が
立
っ
て
い
る
。
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
見
え
ず
、
政
府
か
ら
す
る
と
国
債
を
発
行
し
な
く
て

い
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
野
田
総
務
大
臣
は
「
自
治
体
は
将
来
の
不
安
に
対
す

る
備
え
と
し
て
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。
基
金
残
高
の
増

加
を
理
由
に
地
方
財
源
を
削
る
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ
な

い
」
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
政
に
お
け
る
基
金
残
高
を
め
ぐ
る
議
論
は
資

金
の
出
し
手
で
あ
る
財
務
省
と
受
け
手
で
あ
る
総
務
省
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
主
張
で
す
が
、
最
初
に
申
し
上
げ
た
よ

う
に
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
た
財
源
が
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い

と
の
批
判
、あ
る
い
は
、評
価
を
さ
れ
な
い
よ
う
町
政
運
営
を

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
観
点
か
ら
も
積
極
的
な
予
算
編
成
も
心
掛
け
、
基
金

の
有
効
利
用
を
計
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
も
の
で
す
。

　
二
〇
一
四
年
三
月
議
会
で
井
戸
議
長
か
ら
財
政
調
整
基
金

に
つ
い
て
質
問
を
い
た
だ
き
、
富
加
町
の
財
政
調
整
基
金
適

正
水
準
に
つ
い
て
、「
他
の
市
町
村
と
の
相
対
的
な
比
較
は

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
し
、
そ
の
額
の
適
正
か

否
か
の
判
定
は
難
し
い
」
と
発
言
し
、
当
町
の
基
金
残
高
に

つ
い
て
は
「
決
し
て
少
な
い
と
は
心
配
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

一
方
で
多
す
ぎ
る
も
の
と
し
て
安
心
で
き
る
額
に
あ
る
と
も

感
じ
て
い
な
い
」
と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
後
の
全
員
協
議
会
で
の
基
金
に
関
す
る
議
論
で
も

同
様
な
お
答
え
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
で
も
基
本
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時
間
と
と
も
に
状
況
が
変
わ
れ
ば
施
策
の
見
直
し
を
行
い
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
の
一
定
の
条
件
の
境
に

あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
受
け
る
た
め
に
、
条
件
緩

和
が
で
き
な
い
か
と
の
ご
質
問
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
条
件
緩
和
を
す
る
こ
と
は
、
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
そ

の
境
に
な
る
方
が
出
て
き
ま
す
。

　
質
問
の
補
足
に
あ
る
例
え
ば
の
案
と
し
て
「
免
許
預
か
り

制
度
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
必
要
性
や
制
度
等
に
つ
い
て
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
す
ぐ
可
能
で
あ
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
富
加
町
で
は
、「
富
加
町
重
度
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
助
成
事
業
」
と
「
富
加
町
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
事
業
」
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
二
十
六
年
度
に
対
象
者
の
条
件
等
の
見
直
し
を

行
い
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は

新
た
な
町
独
自
の
制
度
と
し
て
、「
富
加
町
高
齢
者
運
転
免

許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
」
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平

成
二
十
九
年
度
は
十
名
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
今
後
も
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

や
支
援
を
見
極
め
な
が
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
場
所
及
び
避
難
方
法
に
つ
い
て

【
川
崎
伸
泰
議
員
】　

当
町
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

西
・
南
公
民
館
へ
は
、
津
保
川
を
越
え

て
の
避
難
行
動
と
な
り
ま
す
。
既
に
氾

濫
危
険
状
態
の
川
を
越
え
て
の
避
難
が

正
し
い
行
動
で
し
ょ
う
か
。
他
に
安
全

な
避
難
が
で
き
る
場
所
が
必
要
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。

　
又
、
こ
う
し
た
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
を
伴
っ
て
の
避
難
に
つ

い
て
ど
の
様
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
避
難
所
に
は
多
く
の

方
が
身
を
寄
せ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
場
所

に
家
族
同
然
の
ペ
ッ
ト
を
伴
っ
て
避
難
さ
れ
る
方
も
み
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
そ
う
し
た

ペ
ッ
ト
に
対
し
て
馴
染
め
な
い
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
町
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
又
、
災
害
時
に
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
が
必

要
な
方
等
こ
う
し
た
情
報
を
ど
の
様
に
収
集
し
管
理
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
個
人
情
報
保
護
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
減
少
等
に
よ
り
、
こ
う
し
た
情
報
が
充
分
に
伝
わ

ら
な
い
状
況
の
中
、
避
難
支
援
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
で

し
ょ
う
か
。

　
近
年
の
異
常
気
象
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
充
分
な
対
策
を

構
築
し
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
な
事
と
思
い
ま
す
。

町
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
断
水
時
の
対
策
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
六
月
に
飛
騨
地
方
で
発
生
し
た
豪
雨

に
よ
り
、
飛
騨
川
が
異
常
な
濁
り
水
と
な
り
当
町
の
水
道
水

受
水
施
設
に
於
い
て
供
給
不
能
と
い
う
状
況
に
陥
り
、
断
水

の
危
機
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
お
隣
の
美
濃

加
茂
市
に
於
い
て
は
、
断
水
に
よ
り
給
水
車
に
よ
る
緊
急
処

置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
今
後
、
給
水
車
を
市
独
自
で
導

入
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
当
町
に
於
い
て
の
対
策
は
ど
の
様
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
家
庭
で
も
既
設
の
井
戸
に
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
使
用

で
き
る
状
態
に
し
て
い
ま
す
が
飲
料
水
と
し
て
の
使
用
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
衛
生
上
の
問
題
か
ら
で
す
。
町
内

の
各
家
庭
に
も
こ
う
し
た
既
設
の
井
戸
を
持
っ
た
ご
家
庭
も

多
く
存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
井
戸
を
有
効

に
活
用
す
る
為
に
水
質
検
査
の
た
め
の
費
用
助
成
、
又
、
ポ

ン
プ
設
置
費
用
の
補
助
金
等
の
施
策
に
よ
り
、
こ
う
し
た
井

戸
の
有
効
活
用
を
検
討
さ
れ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。
町
の

お
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
福
田
総
務
課
長
】

　
津
保
川
増
水
に
よ
る
避
難
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
平
賀
、大
山
、川
小
牧
地
区
が
対
象
と
な
る
こ

と
が
多
く
、避
難
所
と
し
て
は
南
公
民
館
、西
公
民
館
と
な
り

ま
す
。大
平
賀
、川
小
牧
地
区
の
皆
さ
ん
は
津
保
川
を
渡
っ
て

の
避
難
と
な
る
た
め
、
早
め
の
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
、下
之
保
の
水
位
観
測

所
で
避
難
判
断
水
位
に
達
し
た
場
合
に
は「
避
難
準
備・高
齢

者
等
避
難
開
始
」を
発
令
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、氾
濫
危
険

水
位
に
達
し
た
場
合
な
ど
は
避
難
勧
告
、
そ
れ
以
上
に
危
険

が
差
し
迫
っ
た
場
合
は
避
難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
安
全
な
避
難
が
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き

は
、
家
の
中
で
二
階
に
避
難
す
る
垂
直
避
難
や
、
地
元
自
治

会
の
協
力
を
得
て
川
小
牧
集
会
場
や
大
平
賀
集
会
場
に
緊
急

避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
今
回

の
七
月
豪
雨
に
よ
る
津
保
川
氾
濫
に
お
い
て
は
、
川
小
牧
集

会
場
や
大
平
賀
集
会
場
も
避
難
所
と
し
て
開
設
し
て
お
り
ま

す
。し
か
し
、こ
の
二
つ
の
集
会
所
は
手
狭
で
あ
り
、生
活
再

建
に
向
け
て
の「
指
定
避
難
所
」と
し
て
長
期
に
渡
り
避
難

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

両
集
会
所
と
も
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
あ
り
、土
砂
災
害

の
危
険
が
高
ま
っ
た
時
の
避
難
所
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。そ
こ
で
今
後
は
、両
自
治
会
地
内
に
お
い
て
協

力
い
た
だ
け
る
民
間
施
設
が
あ
れ
ば
、
一
時
的
な
避
難
所
と

し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
洪
水
が
あ
る
程
度
治
ま
っ

た
時
点
で「
指
定
避
難
所
」で
あ
る
南
公
民
館
や
西
公
民
館
な

ど
に
移
動
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に
つ
い
て
は
、「
富
加
町
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に
も
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ペ
ッ

ト
は
飼
い
主
に
と
っ
て
は
大
切
な
家
族
で
あ
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
治
安
や
衛
生

環
境
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。し
か
し
、災
害
時
は
ペ
ッ

し
ま
す
の
で
、
常
に
一
定
で
は
な
い
こ
と
な
ど
、
こ
の
事
業

を
河
川
の
危
険
性
を
学
習
す
る
良
い
機
会
と
し
て
捉
え
て
お

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
計
画
の
河
川
公
園
は
、
浅
瀬
で
安
心
し
て
水
遊

び
が
で
き
る
水
辺
環
境
が
整
備
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
プ
ー
ル
に
代
わ
っ
て
、
遊
泳
で
き
る
場
で
は
な
い
と 

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
川
遊
び
に
限
ら
ず
、

交
通
安
全
や
不
審
者
へ
の
対
応
な
ど
と
同
様
に
、
危
険
を
予

知
す
る
学
習
の
一
環
と
し
て
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
つ
け
る
教
育
を
今
後

に
お
い
て
も
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
富
加
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
反
面
、

隠
れ
た
と
こ
ろ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
、

恐
ろ
し
さ
な
ど
、
適
切
な
指
導
が
で
き
る
教
育
力
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
家
庭
教

育
学
級
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
場
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
河
川
公
園
は
、
自
然
護
岸
に
近
い
護
岸
工
事
を
行
い
、
水

深
に
つ
い
て
も
普
段
は
浅
瀬
と
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
の
で
、

安
全
な
場
所
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
の
ル
ー

ル
を
守
り
「
水
に
親
し
む
場
」
と
し
て 

利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
足
立
建
設
課
長
】

　
「
河
川
」
の
本
質
は
、
広
く
一
般
公
共
の
用

に
供
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
社
会

生
活
に
き
わ
め
て
密
接
か
つ
重
要
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
自
然
公
物
と
し
て
の
公
共
用
物
に
属
し
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
公
共
用
物
の
川
を
活
用
し
、
国
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
河
川
管
理
者
の
岐
阜
県
と
富
加
町
で
連
携
し
て
、

滝
田
地
内
の
川
浦
川
周
辺
に
お
い
て
河
川
公
園
や
親
水
護
岸

な
ど
の
整
備
を
は
じ
め
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
河

川
と
ま
ち
が
融
合
し
た
良
好
な
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
、
今

年
度
に
お
い
て
は
公
園
整
備
工
事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
ご
質
問
の
危
険
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
、
ど
う
計
画

に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
河
川

公
園
の
計
画
地
に
つ
い
て
は
、
普
段
は
水
量
が
少
な
く
、
水

深
が
浅
い
こ
と
か
ら
も
危
険
性
が
少
な
く
適
地
と
し
て
公
園

計
画
を
し
て
い
ま
す
。
元
来
、
河
川
は
誰
も
が
自
由
使
用
で

き
る
空
間
で
あ
っ
て
、
そ
の
使
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
性
質
で
も
あ
り
、
今
後
、
子
ど
も
達
の
遊
び
場
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
整
備
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
工
事
進
捗
に
合

わ
せ
、
し
っ
か
り
現
地
の
検
証
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
例
え
ば
急
な
深
み
や
危
険
な

構
造
物
な
ど
部
分
的
な
改
善
が
必
要
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、
河

川
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
出
来
る
範
囲
で
適
宜
修
正
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、
川
遊
び
を
安
全
に
楽
し

む
た
め
の
ル
ー
ル
や
川
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
利
用
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
川
底
の
形
状
や
流
れ
の
変
化
が
あ
る
こ
と
、
上

流
部
で
の
豪
雨
に
よ
る
急
な
増
水
が
あ
る
こ
と
や
雷
の
発
生

時
な
ど
天
候
の
変
化
が
み
ら
れ
る
と
き
は
川
か
ら
あ
が
る
こ

と
、
或
い
は
、
け
が
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
に
シ
ュ
ー
ズ
や

ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
す
る
こ
と
、
夏
期
で
あ
れ
ば
脱
水
や
熱
中

症
を
防
ぐ
た
め
水
分
補
給
を
行
う
こ
と
な
ど
、
川
遊
び
で
の

注
意
事
項
を
し
っ
か
り
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
川
沿
い
に
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
川

遊
び
で
の
事
故
防
止
に
つ
な
が
る
啓
発
施
策
を
主
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
河
川
公
園
が
自
然
や
生
き
物
に

ふ
れ
あ
え
る
楽
し
い
川
遊
び
の
場
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
、
事
業
を
し
っ
か
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
へ
の
福
祉
支
援

【
渡
邉
圭
太
議
員
】

　
高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
な
ど
、
福
祉
施
策
に
よ
り

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
支
援
を
利
用
す
る
た
め
に

は
一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
で
あ
っ
た
り
、

介
護
認
定
で
あ
っ
た
り
、
免
許
の
自
主
返
納
が
必
要
で
あ
っ

た
り
。

　
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
が
必
要
な
人
に
と
っ
て
条
件
が
合
わ
な

い
限
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
誰
で
も
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
一
定

の
条
件
は
必
要
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
人
の
た
め
に
相
談
に
来
ら
れ
た
方
へ
の
対
応
と
し
て
「
条

件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
最
低
限
の
条
件
緩
和
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
出
か
け
る
際
に
必
要
な
「
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
助
成
事
業 

・
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と

す
る
人
は
高
齢
者
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が

い
を
持
つ
若
年
層
の
方
も
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
方
へ
の

対
応
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
福
祉
制
度
が
充

実
し
た
ま
ち
富
加
町
」
に
す
る
た
め
に
も
何
ら
か
の
施
策
を

考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

【
大
竹
福
祉
保
健
課
長
】

　
様
々
な
福
祉
施
策
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
・
支
援

を
受
け
る
た
め
に
は
、
一
定
の
条
件
を
設
定
し

対
象
と
な
る
方
が
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
福

祉
施
策
を
考
え
る
時
、
何
を
目
的
に
ど
う
い
っ
た
方
に
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
実
施
し
、
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活
の
糧
を
失
い
生
活
破
綻
す
る
問
題
で
す
。
暴
力
、
近
隣
と

の
摩
擦
な
ど
の
事
件
性
が
な
く
表
面
化
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

行
政
の
対
応
も
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
篭
も
り
実
態
は
、
十
五

才
か
ら
三
十
九
才
を
対
象
に
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
五
年
に

調
査
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
篭
も
り
の
長
期
化
は
調
査
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
高
年
齢
の
引
き
篭
も
り
は
忘
れ
さ
ら
れ
た

存
在
で
す
。
平
成
三
十
年
度
に
政
府
も
危
機
感
を
い
だ
き
実

態
調
査
に
乗
り
出
す
よ
う
で
す
が
、
事
業
実
態
は
ま
だ
な
い

よ
う
で
す
。
七
〇
四
〇
問
題
を
含
め
八
〇
五
〇
問
題
は
最
終

的
に
は
、
生
活
保
護
の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
高
齢

化
社
会
を
迎
え
早
期
の
対
策
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

問
題
の
認
識
と
対
策
に
つ
い
て
の
見
解
は
い
か
が
か
？

【
大
竹
福
祉
保
健
課
長
】

　
八
〇
五
〇
問
題
や
七
〇
四
〇
問
題
は
、
引
き

こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
人
、
非
正
規
雇
用
と
し
て

低
い
賃
金
で
働
く
人
、
ま
た
は
介
護
、
障
害
、
病
気
な
ど
で

ま
と
も
に
仕
事
が
で
き
な
い
四
十
～
五
十
歳
代
の
人
で
、
そ

の
親
の
年
代
が
七
十
～
八
十
歳
代
で
あ
り
、
そ
の
親
の
年
金

に
頼
っ
て
、
親
と
同
居
し
て
生
活
し
て
い
る
状
態
の
中
で
、

親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
特
に
父
親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

大
幅
に
年
金
額
が
減
っ
て
普
通
の
生
活
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
中
高
年
と
な
っ
た
引
き
こ
も
り

や
ニ
ー
ト
と
言
わ
れ
る
方
が
残
さ
れ
た
場
合
、
長
期
間
社
会

生
活
を
行
っ
て
い
な
い
方
が
、
自
立
を
す
る
こ
と
は
相
当
難

し
い
こ
と
で
、
い
き
な
り
生
活
困
窮
者
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
生
活
保
護
に
つ
い
て
も
、
働
く
能
力
に
応
じ
て
働
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
認
定
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
国
も
危
機
感
を
強
め
、

今
年
の
秋
を
目
処
に
四
十
歳
以
上
を
対
象
に
実
態
調
査
を
行

い
、
そ
の
上
で
対
策
や
支
援
が
な
さ
れ
て
い
く
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
町
と
し
て
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
有
効
な
対
策
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
介
護
等
が
気
に
な
る
世
帯
の
実

態
把
握
や
相
談
に
応
じ
、
特
に
問
題
が
あ
り
見
守
り
が
必
要

な
世
帯
に
は
毎
月
の
訪
問
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
子
世
代
等
で
、
親
の
面
倒
を
経
済
的
理
由
等
で
で
き

な
い
と
判
断
し
、
町
と
し
て
施
設
入
所
の
措
置
を
と
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
限
ら
ず
、
問
題
と
な
り
そ
う

な
世
帯
の
実
態
把
握
に
努
め
、
そ
の
対
応
や
支
援
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
の
高
温
気
象
の
見
解
に
つ
い
て

【
梅
村
登
次
議
員
】　

今
年
の
夏
は
、
西
日
本
豪
雨
を
始
め

と
し
各
地
で
水
害
が
起
き
た
次
に
、
日

照
り
の
毎
日
で
、
猛
暑
日
が
何
日
も
続

き
、
二
学
期
の
始
業
式
の
日
さ
え
猛
暑

日
で
し
た
。
熱
中
症
で
の
救
急
搬
送
者

は
過
去
最
多
で
、
死
亡
者
の
数
に
も
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
台
風

は
今
ま
で
起
き
た
事
の
無
い
東
か
ら
西
へ
と
進
む
進
路
を
取

り
、
又
、
幾
つ
も
発
生
、
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ

の
現
状
を
気
象
庁
は
、
数
十
年
に
一
度
・
観
測
以
来
の
異
常

気
象
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
今
年
に
限
っ
た
異

常
気
象
で
し
ょ
う
か
、
来
年
は
平
常
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
気
象
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
で
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
こ
の
先
何
年
か
で
四
十
五
度
の
高
温
に
な
る
と
の
予

測
も
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。
今
年
の
こ
の
気
象
で
私
が
思
う

こ
と
は
、
プ
ー
ル
の
水
温
を
正
常
に
す
る
た
め
に
屋
根
が
必

要
、
体
育
館
は
四
十
度
近
く
に
な
り
使
用
す
る
に
は
エ
ア
コ

ン
の
設
置
が
必
要
、
屋
外
の
行
事
を
自
粛
し
大
会
等
は
時
期

を
見
直
す
、
農
作
物
は
高
温
に
も
耐
え
る
品
種
か
今
よ
り
一

か
月
位
早
く
収
穫
出
来
る
品
種
の
改
良
、
又
は
屋
根
の
下
で

の
栽
培
を
考
え
て
お
か
な
い
と
農
作
は
成
り
立
た
な
く
な
る

の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
頻
繁
に
起
き
る
水
害
は
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
尊
い
命
さ
え
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
道
理
の
災
害
に
も
拘
わ
ら
ず
、そ
の
予
防・

対
策
が
遅
れ
て
い
ま
す
、
予
防
の
費
用
と
日
数
は
起
き
て
し

ま
っ
た
災
害
の
復
旧
と
比
べ
て
遥
か
に
少
な
く
安
心
・
安
全

を
伴
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
今
か
ら
継
続
的
に
対
策
・
予
防
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
見
解
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

【
板
津
町
長
】

　
近
年
、
台
風
や
大
雨
等
に
よ
り
、
土
砂
災
害

や
洪
水
災
害
が
全
国
的
に
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
七
月
に
は
、
西
日
本
広
範
囲
で
発
生
し
た
大
雨
に
よ

り
、
各
地
で
洪
水
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
避
難
の
遅
れ
な

ど
も
あ
り
、
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
の

台
風
二
十
一
号
は
関
西
で
猛
威
を
振
る
い
、
そ
し
て
当
町
に

お
い
て
も
長
時
間
に
わ
た
る
停
電
や
、
公
共
施
設
の
破
損
、

倒
木
に
よ
る
町
道
の
通
行
不
能
、農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス・

畜
舎
の
損
壊
な
ど
近
年
に
な
い
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
こ
う
し
た
異
常
気
象
も
地
球
温
暖
化
が
そ
の
要
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
当
町
で
は
保
育
園
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
小
中
学
校
に
も
エ
ア
コ
ン
を
早
期
か
ら
設
置
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
暑
さ
対
策
は
着
実
に
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
な
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
や
プ
ー
ル
へ
の
屋
根
設
置
な
ど
は

莫
大
な
予
算
が
必
要
と
な
る
た
め
現
状
で
は
困
難
と
考
え
て

お
り
、
む
し
ろ
今
後
は
施
設
の
利
用
方
法
を
検
討
す
る
こ
と

で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
面
で
の
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
本
年
度
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
を
し
て
お
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
被
害
予
測
地
図
と
も
言
わ
れ
、
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
を
予
測
し
、
そ
の
被
害
範
囲
を
地
図
化
し
た
も
の
で
す
。

ト
に
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
た
め
、
同
行
避
難
の
た

め
に
は
日
頃
か
ら
の
十
分
な
し
つ
け
や
、
他
の
避
難
者
へ
の

配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
飼
い
主
は
必
ず
予
防
接
種
を
行

い
、
ペ
ッ
ト
用
の
備
蓄
品
を
準
備
し
、
飼
育
管
理
は
飼
い
主

の
責
任
で
行
う
こ
と
を
徹
底
し
、
他
の
避
難
者
か
ら
の
理
解

を
得
る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
避
難
所
で
の
対
応
と
し
て
、
ア

レ
ル
ギ
ー
、
騒
音
、
衛
生
上
の
問
題
か
ら
、
ペ
ッ
ト
は
原
則

屋
外
で
、
リ
ー
ド
や
ゲ
ー
ジ
等
を
利
用
し
て
飼
育
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
室
内
で
の
飼
育
が
必
要
な
ペ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
ゲ
ー
ジ
等
に
入
れ
た
う
え
で
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
か
ら

離
れ
た
別
棟
の
部
屋
を
確
保
し
、
飼
い
主
が
同
伴
で
生
活
す

る
こ
と
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
そ
の

よ
う
に
運
用
で
き
る
か
否
か
は
そ
の
時
の
状
況
に
よ
り
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活

用
し
た
実
効
性
の
あ
る
避
難
支
援
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
が
市
町
村
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
町
で
も
避
難
行
動
要
支
援
者
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

福
祉
保
健
課
に
お
い
て
は
要
介
護
認
定
三
以
上
の
方
や
身
体

障
害
者
、
七
十
五
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
な
ど
の
デ
ー
タ
か

ら
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
、
毎
年
更
新
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
七
月
時
点
の
名
簿
登
録
は
四
百
三
十

八
人
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
内
、平
時
か
ら
関
係
機
関
へ
の
情

報
提
供
に
同
意
さ
れ
た
四
十
二
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
情
報

を
町
社
会
福
祉
協
議
会
、民
生
・
児
童
委
員
、自
治
会
、可
茂

消
防
事
務
組
合
、
加
茂
警
察
署
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
方
に
つ
い
て
は
、個
々
の
状
況
に
応
じ
た
個
別
の

避
難
計
画
を
順
次
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
近
隣
住
民
な
ど
が

中
心
と
な
り
災
害
時
に
は
避
難
支
援
者
と
し
て
可
能
な
範
囲

で
避
難
を
手
助
け
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、情
報
提
供
に
同
意
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
も
、生
命
の
危
険
が
あ
る
と
町
長
が
判
断
し
た
場
合
は
、

名
簿
情
報
を
関
係
機
関
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
発
生
し
た
災
害
に
お
い
て
、
近
隣

住
民
が
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
い
ち
早
く
救
助
活
動
が
行

わ
れ
た
こ
と
で
多
く
の
命
が
救
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
自
主
防

災
組
織
の
強
化
と
と
も
に
、こ
う
し
た
制
度
の
普
及
に
つ
い
て

も
尽
力
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
災
害
時
の
避
難
や
避
難
所
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す

【
足
立
建
設
課
長
】

　
今
年
六
月
の
飛
騨
地
方
豪
雨
の
際
に
は
県
営

水
道
か
ら
の
送
水
が
停
止
し
、
一
時
は
町
内
断

水
の
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
が
、
岐
阜
県
を
初
め
関
係
各
位

の
ご
尽
力
に
よ
り
回
避
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
美
濃
加
茂
市

に
お
い
て
は
市
の
浄
水
場
か
ら
の
配
水
地
区
に
お
い
て
断
水

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
富
加
町
か
ら
も
給
水
活
動
の
応
援

に
出
向
い
た
次
第
で
す
。

　
そ
こ
で
、
議
員
ご
質
問
一
つ
目
の
断
水
対
策
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
断
水
発
生
時
の
緊
急
対
応
と
し

て
、
応
急
給
水
用
の
給
水
タ
ン
ク
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し
避

難
所
に
て
応
急
給
水
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
美
濃
加
茂
市
の
断
水
に
お
い
て
も
、
給
水
応
援
活
動
で

実
践
し
て
い
ま
す
が
、
富
加
町
で
は
ス
テ
ン
レ
ス
の
一
ｔ
タ

ン
ク
を
二
基
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
に
最
大
二
ｔ
の
給

水
活
動
が
可
能
な
状
況
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
断
水
が
町
内
全
域
と
い
う
よ
う
な
場
合

に
は
、
給
水
車
が
当
然
不
足
し
ま
す
の
で
、
今
回
、
美
濃
加

茂
市
の
事
例
で
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
加
盟
し
て
お
り
ま
す

日
本
水
道
協
会
な
ど
に
給
水
応
援
を
要
請
し
、
給
水
の
対
応

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
次
ぎ
に
、
二
つ
目
の
ご
質
問
の
災
害
時
の
井
戸
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
町
の
水
道
事
業
は
、
水
源
を
県
営
水
道
に
百
％
依
存
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
の
活
用
は
災
害
時
に
生
活
用
水
を

得
る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
井
戸
は
災
害
に
伴
う
停
電
の
発
生
、

管
路
の
破
損
な
ど
の
理
由
か
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き

な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
過
去
に
お
い
て
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震
に
お
い
て
生
活
用
水
や
初
期
消
火

に
利
用
さ
れ
避
難
生
活
を
支
え
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、「
災
害
時
協
力
井
戸
」
と
し
て
制
度
を
設

け
運
用
し
て
い
る
県
や
市
町
で
の
事
例
も
い
く
つ
か
ご
ざ
い

ま
す
。こ
れ
は
、自
助・共
助・公
助
の
考
え
の
も
と
、災
害
時

に
飲
料
水
以
外
の
生
活
用
水
と
し
て
近
隣
被
災
者
へ
提
供
で

き
る
よ
う
に
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
や

取
り
組
み
は
、現
時
点
で
は
ま
だ
少
な
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
の
井
戸
水
利
用
世
帯
は
百
九
十
二
世
帯
（
井

戸
単
独
世
帯
は
十
六
世
帯
、
併
用
世
帯
は
百
七
十
六
世
帯
）

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
実
施
市
町
の
状
況
を
調
査
の
う
え
、
災

害
時
の
井
戸
の
運
用
の
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
災
害
用
井
戸

の
設
置
等
に
か
か
る
助
成
・
補
助
金
に
つ
い
て
も
他
市
町
の

状
況
を
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な

る
水
の
確
保
は
町
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
防
災
の
観
点
か
ら
、
強
靱
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
の
た
め
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

突
如
の
生
活
破
綻
、八
〇
五
〇
問
題
に
つ
い
て

【
木
村
康
夫
議
員
】　

八
〇
五
〇
問
題
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
の
親
と
中
年
の
引
き
篭
も

り
の
同
居
世
帯
で
は
、
生
活
を
親
の
収

入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
親
の
死
で
生
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格
試
験
の
不
合
格
が
二
度
続
い
た
為
の
退
職
と
の
事
の
様
で

す
。
雇
用
の
条
件
に
資
格
が
絶
対
条
件
で
有
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
？
何
れ
に
し
て
も
人
の
将
来

に
関
す
る
重
大
な
事
だ
と
考
え
ま
す
。
今
般
の
退
職
の
詳
細

と
、
社
教
の
人
事
権
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
を
お
聞
か

せ
願
い
ま
す
。【

澤
野
教
育
課
長
】

　
町
で
は
、
町
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
上

げ
る
子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十

八
年
度
よ
り
児
童
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
施
設
管
理
業
務
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ
指
定
管
理
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
童
保
育
の
業
務
に
つ
い
て
も
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
業
務
と
し
て
、
同
じ
く
社
会
福
祉
協
議
会
と
委
託

契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
委
託
の
業
務
の
中
に
は
、
運
動
場
を
含
め
た
施

設
の
維
持
管
理
と
し
て
、
草
刈
り
等
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
業

務
が
含
ま
れ
て
お
り
、例
年
六
月
と
九
月
の
二
回
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
草
刈
り
等
の
作
業
を
委
託
し
、
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
職
員
が
児
童
セ
ン
タ
ー
の
南
玄
関
付
近
の

草
を
優
先
的
に
引
く
こ
と
を
日
常
管
理
の
中
で
実
施
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
場
内
の
東
側
を

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
老
人
ク
ラ
ブ
の

団
体
が
そ
の
活
動
を
昨
年
の
秋
以
降
休
止
さ
れ
た
こ
と
や
、

皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と
お
り
今
年
の
夏
は
、
異
常
高
温
が
お
よ

そ
二
ヶ
月
に
渡
り
続
き
、
高
温
注
意
報
が
連
日
発
令
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
施
設
で
お
預
か
り
し
た
児
童
の
外
遊
び
を

控
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
例
年
に

比
べ
雑
草
が
成
長
し
た
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
上
で
外
遊

び
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
、
保

護
者
の
方
の
中
に
は
、「
外
遊
び
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
要
望
も
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
気
温
も
平
年
並
み
に
落
ち
着
い
た
よ
う
で
す

の
で
、
秋
以
降
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
ら
れ
る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
適
切
な
管
理
を
行
い
、
良
好
な

環
境
を
整
備
・
維
持
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
し
て
は
、
委
託
を
し
て
い
ま
す
町
か
ら
適
切
な
指
導

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
小
学
校
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き

な
い
か
。
と
い
っ
た
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
駐
車
場
が

ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合
に
は
、
小
学
校
か
ら
の
依
頼
に
応

じ
て
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
運
動
会
で
は
、

保
護
者
の
駐
車
場
の
一
つ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

こ
と
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

【
大
竹
福
祉
保
健
課
長
】

　
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
人
事
に
つ
い
て
で

す
が
、
町
と
し
て
は
、
人
件
費
の
補
助
は
行
っ

て
い
ま
す
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
一
つ
の
独
立
し
た
組
織

で
あ
り
、
町
に
人
事
権
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
関
わ
る
こ
と
で
す
の
で
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
、
保
育
料
第

二
子
以
上
無
料
化
に
つ
い
て

【
佐
曽
利
敏
議
員
】　

富
加
町
運
営
の
保
育
園
で
は
、
現
在
、

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
第
一
子
は
親
の

所
得
に
応
じ
た
規
定
額
、
第
二
子
は
半

額
、
第
三
子
以
上
は
無
料
と
し
て
い
る

が
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
し
て
第
二
子
以
上
無
料
化
は
で
き
な
い
か
？

　
こ
の
こ
と
は
、
社
会
経
済
情
勢
や
人
口
減
少
に
対
応
し
つ

つ
町
の
子
育
て
施
策
の
先
見
性
を
高
め
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
国
は
、
来
年
十
月
よ
り
消
費
税
十
％
に
重
税
化
す
る
。
そ

の
増
税
分
に
て
、
社
会
保
障
対
応
や
子
育
て
対
策
の
充
実
に

充
て
る
と
説
明
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
子
育
て
支
援

の
充
実
、
保
育
料
の
無
料
化
を
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
方
向
性
は
解
ら
な
い
。

　
富
加
町
で
は
、
他
町
村
に
先
駆
け
て
第
二
子
よ
り
保
育
料

無
料
化
を
施
策
と
し
て
挙
げ
、
住
み
よ
く
活
力
あ
る
町
づ
く

り
に
推
進
し
て
他
町
村
か
ら
の
移
住
定
住
促
進
を
図
る
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
執
行
部
の
考
え
を
問
い
ま
す
。

【
粥
川
教
育
長
】

　
富
加
町
で
は
、
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し

て
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
を
平
成
二
十
五
年
度

か
ら
、
兄
弟
姉
妹
が
中
学
三
年
生
ま
で
に
在
籍
す
る
三
歳
か

ら
五
歳
ま
で
の
第
二
子
に
つ
い
て
半
額
を
減
免
、
第
三
子
以

降
に
つ
い
て
は
無
料
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
経
済
的
支
援
策
と
し
て
健
や
か
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
お
祝
い
事
業
で
三
万
円
の
、
昨
年
度
よ
り
始
め
ま
し

た
入
学
祝
い
金
制
度
と
し
て
富
加
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の
方
に
は
二
万
円
の
商
品
券
を
お
渡
し

し
て
お
り
ま
す
。

　
財
政
面
か
ら
考
え
ま
す
と
、
今
年
度
の
状
況
を
見
ま
す
と

第
二
子
半
額
、
第
三
子
以
降
無
料
化
に
よ
り
、
年
間
約
千
万

円
の
保
育
料
が
減
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
第
二
子
を
無
料

化
す
る
と
、
さ
ら
に
六
百
万
円
ほ
ど
が
減
収
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ご
提
案
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
の
中
で
富
加
町

を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
他
市
町
村
か
ら
の
定
住
促

進
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

施
策
の
一
つ
と
し
て
第
二
子
の
保
育
料
無
料
化
を
ぜ
ひ
と
も

実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
保
育
料
の
減
収
分
を

一
般
財
源
で
補
填
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続

き
町
執
行
部
と
と
も
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

予
測
さ
れ
る
災
害
の
発
生
地
点
、
被
害
の
拡
大
範
囲
及
び
被

害
程
度
、
さ
ら
に
は
避
難
経
路
、
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
が

既
存
の
地
図
上
に
図
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
富
加
町
で

は
平
成
十
九
年
三
月
に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
平
成
二

十
二
年
三
月
に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
作
成
か
ら
約
十
年
が
経
過
し
、
マ
ッ
プ
の
情
報

が
古
く
な
っ
た
こ
と
や
、
岐
阜
県
で
新
た
に
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
指
定
さ
れ
た
た
め
、
現
在
更
新
作
業
を
進
め
て
い
る

も
の
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
人
命
を
最
優
先
に
確
保
す
る
避
難

対
策
と
な
り
、
そ
の
策
定
過
程
で
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
特

性
の
反
映
や
、
住
民
の
方
へ
の
周
知
、
利
活
用
の
促
進
、
さ

ら
に
は
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
防
災
面
に
有
効

な
マ
ッ
プ
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
何
れ
に
し
ま
し
て
も
、
着
実
な
災
害
対
策
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
現
在
ま
で
に
必
要
な
対
策
は
可
能

な
限
り
実
行
し
て
き
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
今
後
も
同
様
に

予
防
の
必
要
性
を
重
視
し
、
取
り
組
ん
で
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

併
せ
て
防
災
の
基
本
で
あ
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
精
神
の

重
要
性
を
町
民
の
皆
様
に
今
ま
で
以
上
に
理
解
し
て
頂
く
努

力
を
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
防
災
対
策
は
行
政
が
や
る
、
自
分
は
緊
急
避
難
グ
ッ
ズ
を

備
え
て
お
く
…
果
た
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　
自
助
・
共
助
・
公
助
を
正
し
く
理
解
す
る
と
、
防
災
と
い

う
の
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
・
自
治
会
・
企
業
・
家

族
・
個
人
が
、
連
携
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
で
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
互
い
に
連
携
し
一

体
と
な
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る
と
と
も
に
、

早
期
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
地
震
や
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
町

は
防
災
関
係
機
関
と
共
に
全
力
を
挙
げ
て
防
災
活
動
を
行
な

い
ま
す
が
、
同
時
多
発
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
十

分
な
対
応
が
出
来
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
小
さ
な
富

加
町
で
は
な
お
さ
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
頼
り
に
な
る

の
が
「
自
ら
の
生
命
、
自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
守
る
」
と
い
う

連
帯
感
に
基
づ
き
、
日
頃
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に

な
っ
て
防
災
活
動
に
取
組
む
組
織
、「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

こ
の
組
織
の
重
要
性
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
地
域
住
民
が
的
確
に

行
動
し
被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
、
日
頃
か
ら
地
域
内

の
安
全
確
認
や
住
民
へ
の
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
防
災

訓
練
の
実
施
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
行
な
う
組
織
で

す
。

　
ま
た
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
初
期
消
火
活

動
、
被
災
者
の
救
出
・
救
助
、
情
報
の
収
集
や
避
難
所
の
運

営
と
い
っ
た
活
動
を
行
な
う
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
わ
た
し
は
「
自
助
」
に
も
っ
と
眼
を
む
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
！
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　
眼
を
む
け
る
の
で
は
な
く
、
中
心
に
据
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
さ
え
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
は
防
災
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
福
祉
や
医
療
分
野
等
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
問
題

の
解
決
の
第
一
歩
と
な
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
、
ど
う
い
う

こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
共
助
・
公
助
を
う
け
る
当
事
者
自

身
が
、「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
！
自
分
自
身
で
も
っ
と
や
る

こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
！
」
そ
ん
な
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
自
治
体
と
し
て
最
大
限
の
予
防

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。

　
自
助
が
防
災
の
基
本
と
言
わ
れ
る
の
は
、
ま
ず
は
自
分
を

守
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
や
友
人
・
隣
人
を
助
け
に
い
く
こ

と
が
で
き
る
、つ
ま
り
「
共
助
」
に
繋
が
る
か
ら
で
す
。「
救

助
さ
れ
る
人
」
で
な
く
、「
救
助
す
る
人
」
に
な
る
こ
と
。

そ
れ
が
自
助
の
取
り
組
み
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
自
分

が
助
か
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
考
え
方
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
救
助
す
る
人
」
が
多
い
地
域
は
、
防
災
に
強
い
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
防
災
に
強
い
富
加
町
を
作
っ
て
ゆ
く

た
め
に
、
今
後
も
防
災
訓
練
を
は
じ
め
と
し
て
可
能
な
限
り

の
対
策
を
関
係
団
体
と
協
力
の
上
取
り
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

【
梅
村
登
次
議
員
】

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
二
点
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
一
点
目
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
外
回
り
の
管
理
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。
此
処
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
児
童
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
た
児
童
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
町
外
の
方
か
ら
此
処
を
見
て
、

周
囲
は
草
が
伸
び
放
題
で
、
運
動
場
は
利
用
さ
れ
て
い
る
所

を
見
た
こ
と
が
な
い
。
此
処
は
、
廃
園
に
な
っ
た
施
設
で
す

ね
、
と
指
摘
を
頂
い
て
い
ま
す
。
確
か
に
子
供
た
ち
が
運
動

場
を
利
用
し
て
い
る
所
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
周

囲
は
草
が
伸
び
放
題
で
す
。
室
内
だ
け
の
利
用
だ
か
ら
外
回

り
は
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
考
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
児

童
の
健
全
育
成
の
目
的
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
職
員
で

少
し
ず
つ
や
る
と
か
、
人
を
頼
ん
で
子
供
た
ち
と
一
緒
に
育

成
を
兼
ね
て
や
る
と
か
児
童
の
育
成
を
考
え
れ
ば
自
ず
と
出

来
る
事
で
、
や
る
気
持
ち
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

又
、
運
動
場
は
使
用
し
な
い
の
な
ら
、
何
か
し
ら
の
提
案
が

有
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
私
は
小
学
校
の

駐
車
場
が
充
分
と
は
思
え
ま
せ
ん
の
で
小
学
校
の
駐
車
場
と

し
て
利
用
し
た
ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う

か
？

　
二
点
目
、
職
員
の
人
事
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
先
般

職
員
が
退
職
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
な
ん
で
も
資
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総
務
産
建
常
任
委
員
会
・

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修
報
告

日　
　
程
：
平
成
三
十
年
八
月
二
十
日
（
月
）

�

～
二
十
一
日
（
火
）

視
察
先
：
一
．
長
野
県
上
伊
那
郡
箕
輪
町

　
　
　
　
　
二
．
長
野
県
北
安
曇
郡
松
川
村

視
察
項
目
：
一
．
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
二
．
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

参
加
者
：�

総
務
産
建
常
任
委
員
会
／

木
村
康
夫
・
梅
村
和
芳
・
川
崎
伸
泰
・
井
戸
亨

�

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
／

渡
邉
圭
太
・
佐
曽
利
敏
・
梅
村
登
次

帯
同
職
員
：�

足
立
建
設
課
長
・
澤
野
教
育
課
長
・

山
田
議
会
事
務
局
長

【
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
】

報
告
者
：
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
　
木
村
康
夫

　
人
口
減
少
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
を
背
景
に
二
〇
三
三

年
に
は
三
十
・
二
％
が
空
き
家
と
な
る
と
予
測
さ
れ
る
社
会

情
勢
に
於
い
て
、
空
き
家
等
対
策
は
地
方
行
政
の
重
要
な
事

業
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
町
の
空
き
家
等
対
策
の
開
始
に
伴
い
、
視
察
の
目
的
は
、

先
行
す
る
自
治
体
の
事
業
実
態
の
調
査
や
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

研
修
す
る
こ
と
で
す
。

　
箕
輪
町
は
、
当
町
よ
り
二
年
先
行
し
空
き
家
等
対
策
事
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
物
件
登
録
は
、

所
有
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
す
べ
て
を
登
録
し
、
自
治
体
内
や

広
域
の
六
つ
の
サ
イ
ト
で
空
き
家
バ
ン
ク
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
空
き
家
に
関
す
る
窓
口
は
、
活
用
、
苦
情
な
ど
、「
魅

力
発
信
室
」
が
す
べ
て
担
当
し
、
休
日
も
対
応
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
不
動
産
を
仲
介
す
る
う
え
で
、
都
市
に
住
む
所
有

者
の
価
格
意
識
が
相

場
と
か
け
離
れ
て
お

り
、
本
来
、
民
間
で

行
わ
れ
る
不
動
産
売

買
に
自
治
体
が
関
わ

る
こ
と
に
は
、
注
意

す
べ
き
部
分
が
多
い

こ
と
や
、
空
き
家
修

理
費
、
空
き
家
片
づ

け
、
若
者
世
帯
定
住

支
援
、
空
き
家
解
体

の
補
助
事
業
が
運
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
定
空
き
家

の
指
定
も
さ
れ
て
お

り
、
解
体
の
実
績
は
あ
る
が
難
し
い
対
応
と
な
っ
て
い
る
こ

と
等
、
貴
重
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
空
き
家
を
有
効
な
資
産
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
空
き
家
を
作
ら
な
い
こ
と
が
、
社
会
常
識
と
な
る
こ

と
の
必
要
性
が
認
識
で
き
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
効
果

を
疑
問
視
し
て
い
ま
し
た
が
、
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
と

見
識
を
新
た
に
し
、
今
回
の
視
察
は
、
当
町
の
空
き
家
等
対

策
事
業
開
始
に
向
け
て
有
用
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

【
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
】

報
告
者
：
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
　
渡
邉
圭
太

　
保
育
園
と
幼
稚
園
の
両
方
の
良
さ
を
合
わ
せ
た
保
育
を
提

供
す
る
『
認
定
こ
ど
も
園
』
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現

在
、
富
加
町
に
お
い
て
も
次
年
度
か
ら
、
と
み
か
保
育
園
を

こ
ど
も
園
に
移
行
す
べ
く
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
二

十
八
年
度
か
ら
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
保
育
事
業

を
進
め
て
い
る
長
野
県
松
川
村
に
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　
人
口
九
千
七
百
七
十
一
人
の
松
川
村
に
は
保
育
園
二
園
が

あ
り
ま
す
が
、
富
加
町
と
同
じ
く
幼
稚
園
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
保
育
園
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
は
村
外
の
幼
稚

園
に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
し
保
育

園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
こ
と
で
村
外
に
出
て
い
た
子
ど

も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
園
の
中

に
認
定
区
分
が
違
う
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
で
事
務
と
し

て
も
煩
雑
と
な
り
、
利
用
者
と
し
て
も
自
分
が
ど
の
区
分
に

あ
た
る
の
か
と
分
り
に
く
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
時

間
の
取
り
決
め
等
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
延
長
保
育
、
預
か
り

保
育
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

環
境
を
作
り
出
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
富
加
町
の
子
ど
も

た
ち
は
富
加
町
で
み

る
」。
そ
う
あ
る
た
め

に
は
富
加
町
の
保
育

園
に
通
え
る
環
境
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
次
年
度
か
ら

富
加
町
の
こ
ど
も
園

を
開
園
す
る
た
め
に

も
、
子
ど
も
た
ち
・

保
護
者
の
方
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
良
い
事

業
内
容
・
条
例
の
制

定
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
国
は
来
年
度
十
月
か
ら
消
費
税
の
改
訂
に
合
わ
せ

て
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

必
要
な
財
源
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
国
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
子
育
て
に
優
し
い
富
加
町
と
し
て
、
各
種
施
策
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

集
団
健
診
受
診
率
に
つ
い
て

【
佐
曽
利
敏
議
員
】

　
わ
が
国
の
平
均
寿
命
が
さ
ら
に
伸
び
、
超
高
齢
化
社
会
が

進
展
し
て
い
る
中
、
県
内
各
市
町
村
の
国
保
会
計
は
誠
に
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
本
年
度
よ
り
県
に
一
本
化
さ
れ
運
営
の

安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
集
団
健
診
、
そ
の
目
的
と

重
要
性
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
診
す

る
こ
と
に
よ
り
身
体
の
異
常
を
早
期
発
見
し
早
期
治
療
す
る

こ
と
に
よ
り
健
康
体
を
保
持
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
集
団

健
診
の
受
診
率
が
な
か
な
か
向
上
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
昨
年
の
成
果
報
告
書
に
よ
る
と
四
十
歳
以
上
の
特
定
健
診

三
十
四
・
二
％
、
肺
が
ん
検
診
二
十
二
・
八
％
、
前
立
腺
が

ん
検
診
十
七
・
九
％
が
上
位
。
下
位
に
な
る
と
、
胃
が
ん
検

診
九
・
〇
％
、
成
人
歯
周
病
検
診
三
・
九
％
、
高
齢
者
歯
科

健
診
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
歯
科
健
診
に
つ
い
て
は
極

め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
以
下
に
質
問
し

ま
す
。

①
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
低
い
の
か

②
担
当
課
で
は
、
ど
の
様
に
分
析
し
て
い
る
の
か

③
そ
の
結
果
と
し
て
、
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
く
の
か

④
対
象
者
に
周
知
は
し
て
い
る
の
か

⑤
せ
め
て
十
％
以
上
に
上
げ
ら
れ
な
い
か

⑥
各
検
診
の
目
標
値
は
あ
る
の
か

　
町
民
の
健
康
維
持
と
医
療
費
抑
制
に
取
り
組
む
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
大
竹
福
祉
保
健
課
長
】

　
健
康
状
態
を
調
べ
る
特
定
健
康
診
査
な
ど
や
、

特
定
の
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
が
ん

検
診
等
を
受
診
す
る
こ
と
は
、
健
康
維
持
や
健
康
寿
命
を
伸

ば
す
た
め
に
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
議
員
が
言

わ
れ
る
よ
う
に
受
診
率
は
な
か
な
か
向
上
し
て
い
な
い
の
が

現
状
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
県
内
の
受
診
率
の
状
況
や
県

平
均
と
比
較
し
て
、
特
に
当
町
が
低
い
と
い
う
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
保
会
計
で
の
医
療
費
の
状
況
や
介
護

保
険
の
介
護
給
付
費
の
状
況
は
、
決
し
て
悪
化
し
て
い
る
と

い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
ご
質
問
の
①
②
の
受
診
率
が
低
い
こ
と
と
そ
の

分
析
に
つ
い
て
、
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
等
の
対
象
者
は
、

対
象
年
齢
に
該
当
す
る
全
て
の
方
に
な
り
ま
す
。
個
人
的
に

人
間
ド
ッ
ク
等
や
会
社
に
於
い
て
が
ん
検
診
等
を
受
け
ら
れ

て
も
健
診
（
検
診
）
の
対
象
者
か
ら
除
く
こ
と
が
で
き
ず
、

受
診
率
に
反
映
で
き
る
の
は
、
基
本
的
に
町
で
の
健
診
（
検

診
）
を
受
け
ら
れ
た
方
と
な
り
ま
す
。
健
診
（
検
診
）
の
受

診
率
の
実
態
と
し
て
は
、
成
果
報
告
書
で
報
告
し
た
数
値
よ

り
高
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
態
把
握
は
難
し
い
で
す
。
ま
た
、

受
診
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
特
に
歯
科
健
診
も
含
め
て

健
診
（
検
診
）
の
重
要
さ
に
対
す
る
認
識
不
足
や
、
現
在
、

他
の
病
気
等
で
治
療
中
や
、
仕
事
等
で
忙
し
く
受
診
で
き
な

い
な
ど
に
よ
り
受
診
し
て
い
た
だ
け
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
③
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
受
診
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
特
定
健
康
診
査
と
各
種
が
ん

検
診
を
全
て
同
日
に
行
う
日
を
設
け
た
り
、
六
十
五
歳
以
上

の
肺
が
ん
検
診
や
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
化
の
実
施
、
受
診

率
の
高
い
結
核
健
診
を
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
肺
が
ん
検
診

と
し
て
位
置
づ
け
、
自
治
会
ご
と
の
巡
回
検
診
を
継
続
実
施

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
歯
科
健
診
は
、
受
診
で
き
る
期
間
を

見
直
す
と
と
も
に
受
診
す
る
こ
と
が
八
〇
二
〇
運
動
の
表
彰

条
件
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は
健
診

等
を
受
け
る
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
特
典
が
受
け
ら

れ
る
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
も
行
い
、
受
診
率
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
④
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る
全
世
帯

に
家
族
調
査
票
を
お
送
り
し
、
受
診
希
望
の
結
果
に
よ
り
、

各
種
受
診
票
を
個
別
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広
報

紙
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
機
関
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
健
診
（
検
診
）
終
了
後
、

未
受
診
と
な
っ
た
方
に
は
、
受
診
勧
奨
は
が
き
に
て
再
度
お

知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し
て
、

特
定
健
康
診
査
の
未
受
診
者
に
対
し
国
保
連
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
電
話
で
の
受
診
勧
奨
も
始
め
ま
し
た
。

　
ご
質
問
の
⑤
⑥
の
目
標
値
等
に
つ
い
て
は
、
一
桁
の
受
診

率
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
二
桁
と
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
実
施
方
法
を
工
夫
す
る
こ

と
で
高
齢
者
歯
科
健
診
は
、
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

目
標
値
に
つ
い
て
、
特
定
健
康
診
査
は
国
が
六
十
％
を
目
指

し
て
お
り
、
町
の
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
で
も
二
〇
二

三
年
度
の
目
標
値
と
し
て
お
り
ま
す
。
各
種
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
町
の
健
康
増
進
計
画
で
は
二
十
五
～
三
十
％
を
目

標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
目
標
も
現
状
で
は
、

大
変
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
健
康
維
持
や
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
健

診（
検
診
）を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
も
受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
九
月
二
十
日
最
終
日
の
様
子
を
傍
聴
さ
れ
た
方
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

▽
身
近
な
質
問
・
答
弁
が
あ
り
よ
か
っ
た
。「
議
会
だ
よ
り
」

が
ど
の
く
ら
い
読
ま
れ
て
い
る
の
か
問
題
。
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【 7月】
1 日　富加町ソフトバレーボール大会
3日　御嵩町議会議場見学
4日　可茂町村監査委員研修協議会
9日　東海環状自動車道中東濃地域建設促進協議

会総会
14日　叙勲祝賀会
19日　例月現金出納検査
19日　四線促進期成同盟会総会
23日　リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同盟

会総会
24日　可茂町村議会議員研修
27日　岐阜県消防操法大会出場壮行会
28日　センチュリー21夏まつり
29日　叙勲祝賀会
31日　可茂地域一部事務組合臨時会

【 8月】
1 日～ 7 日　平成29年度一般会計･特別会計等決

算審査・健全化判断比率等審査
1日　富加町長良川鉄道協力会総会
9日　国道418号線整備促進期成同盟会総会
10日　議会運営委員会

17日　例月現金出納検査
20日～21日　委員会合同視察研修
22日　あじさい小中学生サミット
24日　岐阜県町村議長会理事会・評議員会
27日　第 4回富加町議会臨時会
27日　犯罪被害者支援講演会
29日　岐阜県国民健康保険運営協議会会長連絡会

議

【 9月】
2 日　町ソフトボール大会
6日　議会運営委員会
8日　叙勲祝賀会　
11日～20日　第 5回富加町議会定例会
15日　アルトシュタットとみか敬老会
16日　双葉中学校体育祭
17日  町敬老会
23日　富加小学校運動会　
25日　例月現金出納検査
27日　富加町総合戦略審議会
27日　加茂郡教育振興協議会
29日　町交通安全大会

　
町
内
各
所
に
点
在
す
る
古
墳
。

　
夕
田
地
内
に
あ
る
夕
田
茶
臼
山
古
墳
は
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
形
状

確
定
の
為
の
確
認
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
報
告
書
に
よ
る
と
西
暦
三
世

紀
代
に
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
（
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
有
力
者
の

墳
墓
）
と
の
こ
と
。

　
そ
し
て
、
同
じ
く
夕
田
地
内
に
て
杉
洞
一
号
墳
・
蓮
野
古
墳
の
調
査

が
平
成
二
十
八
年
、
二
十
九
年
と
相
次
い
で
実
施
さ
れ
、
形
状
確
認
の

試
掘
で
あ
っ
た
が
、
年
代
決
定
の
際
に
有
力
と
な
る
台
の
付
い
た
高
坏

土
器
や
多
く
の
土
器
の
か
け
ら
が
出
土
し
、
古
墳
の
形
状
構
造
等
と
総

合
し
て
築
造
年
代
を
推
定
す
る
と
、
先
の
夕
田
茶
臼
山
古
墳
時
代
の
西

暦
三
世
紀
代
（
卑
弥
呼
が
権
力
を
振
る
い
統
治
し
た
時
代
と
さ
れ
て
い

る
）、
そ
れ
よ
り
も
ま
だ
古
く
二
世
紀
末
か
ら
三
世
紀
初
め
の
古
墳
と

考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
し
か
も
そ
の
形
状
な
ど
か
ら
し
て
夕
田
茶
臼

山
古
墳
、
杉
洞
一
号
墳
、
蓮
野
古
墳
が
同
族
の
物
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
さ
れ
、
今
年
度
中
に
は
、
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
大
変
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
大
昔
の
先
人
た
ち
が
生
活
し
て
い
た
こ
の
地
、
地
の
利
、
水
利
、
食

糧
確
保
に
知
恵
を
絞
り
つ
つ
幾
多
の
自
然
災
害
に
耐
え
忍
ん
で
営
々
と

今
日
ま
で
繋
い
で
来
た
。
発
掘
調
査
の
中
間
報
告
を
聞
い
て
こ
の
地
に

住
ん
で
い
た
先
人
た
ち
の
偉
業
に
感
動
し
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　
さ
ら
に
今
後
に
繋
い
で
ゆ
く
に
は
…
。
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
先
般
八
月
二
十
七
日
に
第
四
回
臨
時
会
、
九
月
十
一
日
～
二

十
日
に
於
い
て
第
五
回
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
始
ま
り
、
人
事
案
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、

平
成
二
十
九
年
度
の
決
算
認
定
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
議
題
が
上
程
さ

れ
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
於
い
て
は
議
員
全
員

が
質
問
を
行
い
、
緊
張
感
の
あ
る
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、
全
員
協
議
会
と
常
任
委
員
会
に
て
そ
れ
ぞ
れ
協
議
さ
れ
、
す

べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
は
、
町
民
の
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
、
慎
重
審
議
を
重
ね
、
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責　
佐
曽
利　
　
　
敏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員　
佐
曽
利　
　
　
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員　
梅　
村　
和　
芳


